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１．内部質保証を高める自己点検・評価の実施

 （３）自己点検・評価結果等に基づいた改革・改善の実施

   　　具体の自己点検・評価結果等に基づいた改革・改善の実施の流れ

　　○自己点検・評価結果等を踏まえた対応策の策定

1 自己点検・評価結果等で得られた課題等について，当該課題等の元となる業務等を所掌する機構，センター，本部，委員会等又は系等の部局（以下「対応部局等」という。）において対応策を検討する。

　　　②対応部局等が複数にまたがる場合は，課題等の内容を共有し，意見を聞くなど，また，必要に応じて合同会議等により対応策を検討する。

　　　③対応策の策定にあたっては，その内容，対策を実施する部局等（以下「実施部局等」という。），対策を講じる期間等を盛り込むものとする。

　　　④対応策は，その内容に応じて，必要な会議又は委員会に諮り，決定するものとする。

　　　⑤対応部局等と実施部局等が異なる場合は，決定した対応策を実施部局等に通知する。その際，併せて対応策の実施状況，改善状況等の報告を求めるものとする。

　　○対応策の実施

      ①実施部局等は，決定した対応策を確認し，具体に対策を実施する。

　　　②実施部局等は，実施状況，改善状況等を対応部局等に適宜報告する。

　　　③対応部局等は，②の状況等をとりまとめ，報告書等により，又は関係会議，委員会等を通じて報告し，学内において状況を共有する。

   ○具体の自己点検・評価結果等に基づいた改革・改善の実施の流れの例

　　・教育方法等の改善であれば，教育戦略本部で対策を検討し，改善する必要があると判断した場合は，改善方策を策定，決定（教育課程の編成方針に関わるような場合は教育研究評議会で決定）し，それを受け，教務委員会が実行し，実施状況，改善状況を教育戦略本部に報告，教育戦略本部は実施状況，改善状況等を報告書等にまとめる。
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